
30 開講区分

2 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 講義

3 ／ 講義

4 ／ 講義

5 ／ 講義

6 ／ 講義

7 ／ 講義

8 ／ 講義

9 ／ 講義

10 ／ 講義

11 ／ 講義

12 ／ 講義

13 ／ 講義

14 ／ 試験

15 ／ 講義

16 ／

学校の図書室にある公衆衛生関係の本やインターネットを利用する。

②ズーノーシスの予防を実践することができ
る。 講義範囲を予習・復習する。

評価試験 試験範囲を勉強し、試験後、見直す。

評価試験返却・解説・まとめ 試験範囲を振り返り、理解を深める。

準備学習　時間外学習 学校の図書やインターネットを利用して講義の範囲内を予習・復習する。

　【使用教科書・教材・参考書】　 

②病原体について理解することができる。 講義範囲を予習・復習する。

ワクチンの仕組みについて述べることができ
る。 講義範囲を予習・復習する。

①ズーノーシスを理解することができる。 講義範囲を予習・復習する。

①消毒のしくみについて理解することができ
る。 講義範囲を予習・復習する。

②消毒のしくみについて理解することができ
る。 講義範囲を予習・復習する。

①病原体について理解することができる。 講義範囲を予習・復習する。

②環境衛生について理解することができる。 講義範囲を予習・復習する。

疾病の定義について理解することができる。 講義範囲を予習・復習する。

防疫について、実践できる。 講義範囲を予習・復習する。

公衆衛生の概要を把握する。 講義範囲を予習・復習する。

動物のよい飼育環境を理解することができ
る。 講義範囲を予習・復習する。

①環境衛生について理解することができる。 講義範囲を予習・復習する。

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科・3年制(昼間Ⅱ部)

教員の略歴 1985年麻布大学大学院獣医学部博士課程修了、ブルークロス動物病院院長

授業の学習内
容

疾病や健康増進のしくみを学び、理解し明確な知識を持って、動物関係の仕事をする時はもちろんのこと、日常生
活においても、この知識を役立てる。

到達目標　
この科目を受講した学生が、動物飼育の仕事に携わる時、公衆衛生の知識を持って、行動できることを目標とす
る。

評価方法と基準 定期試験：80％　授業内評価：20％

授業計画・内容

担当教員 髙山清次

(Ｐｕｂｌｉｃ Morality Health ) 授業
形態

講義
総時間
（単位）

前期

1科目名
（英）

公衆衛生学Ⅰ
必修
選択

必修選択 年次



30 開講区分

2

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 講義

3 講義

4 ／ 講義

5 ／ 講義

6 ／ 講義

7 ／ 講義

8 ／ 講義

9 ／ 講義

10 ／ 講義

11 ／ 講義

12 ／ 講義

13 ／ 講義

14 ／ 講義

15 ／ 講義

科目名
（英）

動物の体のしくみ
必修
選択

必修選択 年次 担当教員 伊藤ななお

(  Anatomy and Physiology of Animals ) 授業
形態

講義
総時間
（単位）

後期

1

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科・3年制(昼間Ⅱ部)

教員の略歴 農学博士、近畿大学農学部水産学科非常勤講師。環境省(財)環境科学総合研究所にて高濃度のCO2および農薬が生物に及ぼす影響について研究。海外での環境保全・野生動物保護活動を行う(アル
ゼンチン国立ラプラタ大学にてラプラタ川の生物調査、カンボジアのメコン川およびボルネオのキナバタンガン川に生息するカワイルカの調査と保護活動) 。

授業の学習内
容

動物園など動物飼育の仕事において、専門知識や技術をもつ人材を養成するだけでなく、根底にある動物達の解
剖学的・生理学的要因を学ぶ。動物の体のしくみについての基礎的知識を習得し、これから実施していく動物園な
どでの業界研修のときにに必要とする知識を習得することを目的とする。

到達目標　
受講者は、この授業を履修することによって、動物を仕事で扱う際に何か問題が起きたとき、その動物がなぜその
ようになっているのか？　その問題の根底にある原因を考えられるようになることを目標とする。

評価方法と基準 試験40%、出席60%

授業計画・内容

【骨格系１】　骨格の構造と機能を理解する。 動画視聴

【骨格系２】　Caイオンと骨の関係を理解す
る。 動画視聴

【骨格系３】　動物たちの行動と骨格のしくみ
の関係を理解する。 動画視聴

【循環器系１】　心臓構造と血液循環について
理解する。 動画視聴

【循環器系２】　循環系の検査方法(心拍数・
血圧・心電図)について理解する。 動画視聴

【中枢神経系】　脳の役割と検査方法(脳波)に
ついて理解する。 動画視聴

【視覚１】　眼の構造と機能について理解す
る。 動画視聴

【視覚２】　色覚のしくみについて理解する。 動画視聴

【視覚３】　動物たちの行動と色覚との関係を
理解する。 動画視聴

【視覚４】　眼以外の視覚(松果体・赤外線感
知) 動画視聴

【聴覚１】　動物の聴覚のしくみを理解する。 動画視聴

【聴覚２】　動物のエコ-ロケーションのしくみを
理解する。 動画視聴

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　 

【嗅覚】　動物の聴覚のしくみを理解する。 動画視聴

【味覚】　動物の味覚のしくみを理解する。 動画視聴

【総括授業】総括授業を行う。 レポート課題



30 開講区分

2 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 〃

3 ／ 〃

4 ／ 〃

5 ／ 〃

6 ／ 〃

7 ／ 〃

8 ／ 〃

9 ／ 〃

10 ／ 〃

11 ／ 〃

12 ／ 〃

13 ／ 〃

14 ／ 〃

15 ／ 〃

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科・3年制(昼間Ⅱ部)

科目名　　　　　　　　　　　　　　　　　栄養学
（英）　　　　　　　　　　　　　　　　（Animal Nutrition）

必修
選択

必修選択 宮崎 みどり

授業
形態

講義
総時間
（単位）

後期

年次 1 担当教員

食について知る 予習・復習

教員の略歴 インターナショナル・アニマル・コーチでフラミンゴショー、ドックショーを担当　その後本校へ就任

授業の学習内
容

人間の食について知り考え、動物についても考えられるようにする
そのために必要なことを学ぶ

到達目標　
・知識を学び自ら考えられるようにする
・「なぜそれをやるか」考える

評価方法と基準 レポート：60％　テスト：40％

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

消化器系の働きを理解できる 〃

〃 〃

添加物について理解できる 〃

栄養について理解できる 〃

タンパク質について理解できる 〃

〃 〃

脂質について理解できる 〃

糖質について理解できる 〃

ビタミンについて理解できる 〃

ミネラル・水について理解できる 〃

エネルギーについて理解できる 〃

予備日 〃

　【使用教科書・教材・参考書】　 

テスト 〃

まとめ・振り返り 〃

準備学習　時間外学習



60 開講区分

4 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 / 講義

2 / 講義

3 / 自習課題

4 / 動物園観察会

5 / 動物園観察会

6 / 講義

7 / 講義

8 / 講義

9 / 講義

10 / 講義

11 / 講義

12 / 講義

13 / 講義

14 / テスト

15 / 講義

科目名
（英）

動物行動学 Ⅰ
必修
選択

必修選択 年次 担当教員 大竹静枝

(     Science　of Animal BehaviourⅠ     ) 授業
形態

講義
総時間
（単位）

前期

1

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科・3年制(昼間Ⅱ部)

教員の略歴 野生ニホンザル,新世界ザルの調査に従事。ロスアンデス大学、宮城教育大学、専門学校での講師歴は3４年に及ぶ。

授業の学習内容

　様々な動物で行動観察の訓練を繰り返し、観察力をきたえる。
それりよって、動物の構造と機能を読み取る能力を身につける。

到達目標　
1)　動物観察の基本と、進化的思考を身につける。
2)　専門用語を自在に扱えるようにする。

評価方法と基準
　　　1)　レポート、テスト　　40％
　　　2)　授業態度　　　　　　30％
　　　3)　出席数　　　　　　　30％

授業計画・内容

コアラとホエザルの収斂 　　　　1分間で自己紹介！

究極の省エネ戦略:ナマケモノ 前回の復習

ダーウィンの見たガラパゴス：陸編 自己紹介スピーチ原稿の作成

動物観察を楽しむ方法 来年の対象動物の選択

ダーウィンの見たガラパゴス：海編 課題完成

自然選択説とガの工業黒化 進化論の理解

動物行動学の手法:　まず数を数えろ！ 映像レポートの完成

南米のチンパンジーの道具使用 映像レポートの完成

バイオロギングって何？最新の調査法 映像レポートの完成

哺乳類の分類：哺乳類展の見どころ 前回の復習

哺乳類の毛の構造と役割 前回の復習

毛ものが適応放散を可能にした 前回の復習

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　 

映像機器、ボード、資料コピーを使用

恐竜は生きている：鳥形恐竜 前回の復習

前期の振り返り 前期総復習

テストのまとめと復習



60 開講区分

4 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 / 講義

2 / 講義

3 / 講義

4 / 講義

5 / 講義

6 / 講義

7 / 講義

8 / 講義

9 / 試験

10 / 講義

11 / 講義

12 / 講義

13 / 講義

14 / 試験 試験

15 / 解説

科目名
（英）

畜産飼養
必修
選択

必修選択 年次 担当教員 阿部敏計

(　　   　Stock breeding　　    ) 授業
形態

講義
総時間
（単位）

通年

1

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科・3年制(昼間Ⅱ部)

教員の略歴 東北大学農学部修士修了後、八木山動物公園勤務、2017年副園長で退職、2023年より河北町児童動物園学芸員採用　　

授業の学習
内容

①酪農ヘルパー、牧場と動物園で飼育員として働くにあたり、畜産飼養について知っておく必要がある

ので、この授業を行う。②「公衆衛生」「動物園研究Ⅰ」「馬学」と関係する。③畜産飼養につい

て学びながら、家畜の飼育管理方法について身につける。①～③をふまえ、畜産と家畜飼養学

を教科書にして授業を進める。また、二本松南ヶ丘牧場生産部で働く卒業生に特別講演をして

もらい、実際の仕事の流れなども学ぶ。

到達目標　 家畜のウシ、ブタ、ヤギ、ヒツジ、ニワトリの飼養について理解する。

評価方法と １）定期試験60％　２）授業内評価40％

授業計画・内容

ウシ、ヤギ、ヒツジの体のしくみと生理を覚える 講義範囲の復習

ブタとニワトリ他の体のしくみと生理を覚える 講義範囲の復習

ニワトリの飼養(飼育管理)を覚える① 講義範囲の復習

ニワトリの飼養(採卵・病気)を覚える② 講義範囲の復習

ブタの飼養(肥育)を覚える① 講義範囲の復習

ブタの飼養(繁殖・病気)を覚える② 講義範囲の復習

ヤギ・ヒツジの飼養(飼育管理)を覚える① 講義範囲の復習

ヤギ・ヒツジの飼養(繁殖・病気)を覚える② 講義範囲の復習

中間試験 これまでの授業について試験

ウシの飼養(飼育管理)を覚える① 講義範囲の復習

ウシの飼養(繁殖・病気)を覚える② 講義範囲の復習

ウシの飼養(泌乳・肥育)を覚える③ 講義範囲の復習

　【使用教科書・教材・参考書】　 
　畜産：農文協、畜産飼養学：朝倉書店

復習 総復習

試験範囲を勉強し、試験後見直す

試験の解説 間違った答えの正答を覚える

準備学習　時間外学習 5月14日の5限目に特別講演(二本松南ヶ丘牧場勤務職員)予定



120 開講区分

8

回数
+11:2

7
日程 授業形態

1 / 講義

2 / 実習

3 / 実習

4 / 実習

5 / 実習

6 / 実習

7 / 実習

8 / 実習

9 / 実習

10 / 実習

11 / 実習

12 / 実習

13 / 実習

14 / 実習

15 / 実習

科目名
（英）

クラフトワークⅠ　　
必修
選択

必修選択 年次 担当教員 渡辺尋志

(　　craft work Ⅰ   ) 授業
形態

講義・演習
総時間
（単位） 通年

1

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科・3年制(昼間Ⅱ部)

教員の略歴 日本美術家連盟会員、福島県在京美術家協会会員、新制作協会会員、創作活動を行っている

授業の学習内
容

・生き物に関わる人間にとって大切なことは観察することそして考えること。
・何かを形にするためには対象物を観察し何故この形になったのかを考えること。
・絵を描き、粘土や針金で形を作りだす時自分自身の制作物を客観的にとらえ間違いや過不足箇所を訂正できる。
・興味があるものだけでなくすべての事柄に対して考えることの重要性を理解して欲しい。
・また、そこに付随して生態や現在の問題点、それに対しての自分なりの解決策まで考察できる。

到達目標　

・生き物の名称を聞いただけでおおよその形を描くことができます。
・鉛筆や色鉛筆など身近な画材の使用法を身につける。
・ドライバー、ペンチ、鋸など基本の道具の使い方を覚える。
・モノづくりをすることで中途半端な仕事や作業をせず良い仕上がりに向けて動くことができる　。
・ワークショップの課題として参加者にアドバイスできる。

評価方法と基準
1）授業態度40%　2）作品提出40%　3）作品評価20%
※授業に向き合う姿勢が素晴らしいと判断し、すべての作品を期限までに提出したものは作品評価が低い場合で
もA評価とする。

授業計画・内容

授業の流れとモノ作りについての説明を理解
することが出来る

自己紹介イラスト制作

動物のイラストを描くことが出来る
（模写が出来る）

描く動物の生態学習

動物のイラストを描くことが出来る
（色鉛筆による着彩が出来る）

色鉛筆着色方法の指導

動物のイラストを描くことが出来る 動物の身体の形の考え方

アニマルメモキャッチャー制作においてペンチ
で針金を切る、曲げることが出来る

動物の形を単純に捉えるための練習をする

アニマルメモキャッチャー制作においてペンチ
で針金を切る、曲げることが出来る

ワークショップ課題としての技術獲得のため
道具の使い方を練習する

動物イラスト「ありえない世界」 動物の特徴と生態をどう生かしてイラストにす
るかを考えておく

動物イラスト「ありえない世界」 課題作成前に物語を作り文章として表現して
みる

動物イラスト「ありえない世界」

羊毛フェルトの動物制作 動物の形の考え方

羊毛フェルトの動物制作 ワークショップ課題としての技術獲得のため
道具の使い方を練習する

羊毛フェルトの動物制作

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　 

動物の絵本制作 動物表現の拡充を図る

動物の絵本制作 コミュニケーション方法として獲得

動物の絵本制作 ワークショップ課題としての技術獲得のため
道具の使い方を練習する



60 開講区分

4 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 / 講義 

2 / 講義 

3 / 講義 

4 / 講義 

5 / 講義 

6 / 講義 

7 / 講義 

8 / 講義 

9 / 講義 

10 / 講義 

11 / 講義 

12 / 講義 

13 / 講義 

14 / 講義 

15 / 講義・試験 

準備学習　時間外学習 事前、事後学習を行うことで授業内での学びの展開を促す
　【使用教科書・教材・参考書】　:配布PDF資料を参考に講義を進める。

水族館の研究 同上

水族館の教育 同上

水族館の経営 同上

 水族館での水族の研究 同上

水族標本（資料）の保存と活用 同上

水族館の解説 同上

 水族館資料 同上

水族とは 同上

水族館の水族の収集 同上

水族館の職員 同上

水族館と社会 同上

水族館と自然理解 同上

水族館と水族館学  目的、目標、各種方法を理解させ、実践に備える

水族館の歴史 同上

水族館の建設 同上

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科・3年制(昼間Ⅱ部)

教員の略歴  元公益財団法人名古屋港水族館：元館長、東京農業大学（学術博士）、文部省：学芸員

授業の　　　　　学
習内容

 授業内容及び方法・目的
１．鯨類の追い込み漁の歴史を説明
２．海洋生物の人工繁殖の難しさについて説明
３．飼育下繁殖研究と総合的な管理について説明
４．海洋生物を取り巻く問題について説明　　　　　　※状況に応じて、講義内容を変更する場合がある

到達目標　

１．時代背景に応じて、飼育技術の向上を考察出来る能力を有する人材育成
２．業界において直ちに戦力となる人材育成
３．水族館経営における生物の種保存の重要性を認識出来る人材育成
４．講義は座学が中心だが、海生哺乳類等の厳しい入手状況下、自然・人工繁殖研究推進を一層図り、今後の水
族館経営のあり方を理解する人材育成
※水族館人として、上級プロに成長するための知識習得を目指す

評価方法と基準
 授業参加度 ： 20％　　定期試験 ： 80％
筆記試験評価：GPA（S100～90　A89～80　B79～70　C69～60　F59～0）
追試験1回：時にはレポート課題を提示し、提出をもって評価とする

授業計画・内容

担当教員 日登　弘

( Aquarium Research Ⅰ ) 授業
形態

講義・演
習・実習等

総時間
（単位） 通年

2科目名
（英）

水族館研究Ⅰ
必修
選択

必修or必修選択 年次



30 開講区分

（　2　） 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 / 講義

2 / 講義

3 / 講義

4 / 講義

5 / 講義

6 / 講義

7 / 講義

8 / 講義

9 / 講義

10 / 講義

11 / 講義

12 / 講義

13 / 講義

14 / 試験

15 / 講義

　　【使用教科書・教材・参考書】　各回配布資料

各巻末資料の「まとめ」を解説する。

記述テスト

試験結果の質疑・回答および解説

　　準備学習　時間外学習 授業予定テーマの予習および各巻末まとめ問題の復習

原始的な条鰭類を知る。 　　　　　　　〃

現生硬骨魚類を知る。 　　　　　　　〃

　　　　　　　〃 　　　　　　　〃

浮力調整機能について知る。 　　　　　　　〃

現生円口類と大量絶滅の相関を知る。　　　　　　　〃

現生レリック（遺存種）を知る。 　　　　　　　〃

体形の種類や体色を知る。 　　　　　　　〃

浸透圧調整や鰓の機能を知る。 　　　　　　　〃

側線や母川回帰について知る。 　　　　　　　〃

種名・学名・和名の分類を知る。 配布資料巻末の「まとめ」を各自復習

命名規約、系統樹を知る。 　　　　　　　〃

基礎的構造や名称を知る。 　　　　　　　〃

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科・3年制(昼間Ⅱ部)

教員の略歴 民営、公立、公営の3形態の水族館に勤務、展示・教育普及部門を経験する。　学芸員有資格者

授業の学習内
容

水圏（海洋域・陸水域）にひろく分布する魚類の形態学、系統分類学、生態学を
総論と各論で学び、間口の広い理解力を培う。
近年、従来の定説が覆される事例も多いので最新の調査研究結果も紹介しながら授業を進
める。

到達目標　

①魚類生物学的諸研究の最新事情を把握する。
②分類学　リンネ式学名の成り立ち、運用について理解を深める。
③系統学　分類上の発展的な位置を確認する。
④産業・生態的に重要と考えられる分類群は特に取り上げて知見を得る。

評価方法と基準

記述試験６０％   授業内評価４０％
（記述試験 　：理解度、解説・文章力を評価）
（授業内評価：受講姿勢、発言および出席率を評価）

授業計画・内容

担当教員 岡村淳市

(　　 Fish　Biology        ) 授業
形態

講義
総時間
（単位）

前期・後期・通
年・集中等

1科目名
（英）

魚類研究　　
必修
選択

必修 年次


